
 

 

日 程：2024 年〔令和 6 年〕2 月 18 日 

コース：カタラクト渓谷 ウォーク 

〔ﾁｪｱﾘﾌﾄﾒｲﾝｽﾃｰｼｮﾝ ⇒ ﾁｪｱｰﾘﾌﾄﾘﾀｰﾝｽﾃｰｼｮﾝ ↦ ｱﾚｷｻﾝﾄﾞﾗ吊り橋 ↦ ﾀｯｸﾞﾘｰﾁ発電所  

↦ ｱﾚｷｻﾝﾄﾞﾗ吊り橋〕 

テイマー島 ウォーク 

〔ﾃｲﾏｰ島湿地ｾﾝﾀｰ（Tamar Island Wetlands Centre）↦ ﾃｲﾏｰ島 往復〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60 グレート・ショート・ウォーク(60 Great Short Walks) ホームページより 

 

クレイドル マウンテンからロンセストンへの途中に位置する、ローランド山もあわよくば登ろうと

考えて資料は揃えておいたが、連日の山旅で疲れがたまって長めの行程の山は、避けてロンセストン郊

外のウォーキングコースに行くこととした。 

18 日は、天気が良く暑いくらいである。 

ロンセストン郊外の、カタラクト渓谷は、非常によく整備された公園といった感じで、チェアリフト

に乗り対岸まで行くこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オーストラリア タスマニア 
ｶﾀﾗｸﾄ渓谷･ﾃｲﾏｰ島 ｳｫｰｸ山旅報告書 № ８ 

カタラクト渓谷 
タッグリーチ ウォーク 

テイマー島 ウォーク 

チェアリフトより左にアレクサンドラ吊り橋 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掲示板より（   ウォーキングコース） 

 

タッグリーチ ウォークのコースは、キングスブリッジ（Kings Bridge）からアレクサンドラ吊り橋

（Alexandra Suspension Bridge）を通過しダックリーチ発電所博物館までのコースのようであったが、 

車、駐車場の関係で、我々は、チェアリフトで対岸に渡りアレクサンドラ吊り橋よりスタートして、  

サウスエスク川沿いをダックリーチ発電所博物館まで歩くこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

60 グレート・ショート・ 
ウォーク ホームペー 
ジより 

アレクサンドラ吊り橋 

ダックリーチトラック吊り橋 

ダックリーチ発電所 
博物館 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェアリフトよりアレクサンドラ吊り橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アレクサンドラ吊り橋よりタッグリーチ ウォークのコース〔10:03〕 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サウスエスク川 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダックリーチ発電所博物館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔〕 

ダックリーチトラック吊り橋〔11:00〕 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左下 ダックリーチトラック吊り橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾀﾞｯｸﾘｰﾁﾄﾗｯｸ吊り橋から急登を登った後、なだらかな山道が続く 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェアーリフト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プールでは、家族連れで賑わっていた                 駐車場にも一杯であった〔12:03〕 

 

 

アレクサンドラ吊り橋からのタッグリーチ ウォークコースは、ダックリーチ発電所博物館まで行き、

急登を登って、対岸の山道を回って約 2 時間の行程であった。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テイマー保護区のパンフレットより 

 

テイマー島ウォークは、多くの種類の野鳥を観察することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テイマー 保護区 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バーベキュウができる施設にて 

 

終点で、持参のガスでお湯を沸かしスーパーで購入したカップ麺を昼食として食べ一休み。 

日なたは暑いが、日陰は涼しく、しばしのんびりと休憩。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入口のテイマー島湿地センター                            スタッフの方とくつろぐ 

 

 

バリアフリーで、ここもよく整備されていて、野鳥に興味があるのであれば、非常に楽しめる場所で

ある。 

往復約 1 時間 30 分、4 キロのコース。 

多くの種類の野鳥が多く見られ、のんびりと周回することが出来た。 

 

北九州山岳同好会「嵐」 

Reported by S.Okamura   Photo presented by  S.Okamura 


